
 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 （一社）ダム工学会九州地区連絡会 

２ 事 業 名 称 第 2回中小水力発電に関するシンポジウム 

３ 実 施 日 時 平成 26 年 12 月 12 日 

４ 実 施 場 所 福岡市早良区西新 九州大学西新プラザ 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に 

 昨年度に引き続き、ダム工学会九州地区連絡会の内部に設置した「小水力発

電勉強会」における検討成果をとりまとめ「中小水力に関するシンポジウム」

を開催した。その成果に加え、九州における中小水力発電の現状等を網羅した

内容で、計 6編(うち基調講演が 1つ)の発表を行った。 

【基調講演】既存ダム・水力施設の最大活用による水力発電の増強 

岡本政明(ダム工学会会長)  

【一般講演】 

①河川法の改正(従属発電の登録制)について 

 大村朋寿(九州地方整備局河川部) 

②大分県における中小水力発電に関する取り組みと現状 

 坂本淳一(大分県農林水産部) 

③鹿児島県の小水力発電に関する取り組みと現状 

 川畑雄司(九州発電㈱) 

④曽木の滝水力発電物語～新曽木発電所と地域貢献～ 

 安徳和樹(伊佐市役所企画政策課) 

⑤九州における最近の小水力発電の取り組み状況 

 工藤 誠(ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ WG） 

（事業実施効果） 

国・地方自治体，財団法人，NPO 法人，大学，コンサルタント，ゼネコン，電

力会社，発電機メーカーなどから 93 名が参加し、中小水力発電の現状を活性

化する上での課題について、関係者で情報を共有することができた。 
また、大学生、一般の方も参加しており、九州地方における中小水力発電に関

する情報を広報できた。シンポジウム参加者には講演概要集を無料配布した。

６ 参 加 内 訳 

総人数                          93 名 

（１）主催者参加                           31 名 

（２）日本人参加（（１）を除く）                    61 名 

（３）外国人参加（（１）を除く）               1 名 

７ 今 後 の 方 針 

昨年度に引き続き、今回のシンポジウムは第 2回目の開催となる。 

昨年度から 2回に渡るシンポジウムを実施することで、九州の中小水力発電の

状況調査もほぼ完了し、また、一般の方に対する啓蒙活動も図ることができた。

今後の活動としては、現在、検討中であり未定である。 

 
 



 

大塚久哲実行委員長の開会挨拶         岡本ダム工学会会長による基調講演 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工藤様による講演                 会場状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会状況                金様による閉会挨拶 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


